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帯
品
窮
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
っ
ご
時

蜘

ぢ

い

ま

す

。

帯

地

平

成

3
年
の
新
春
を
こ
こ
に
迎
、
ぇ
、
皆
様
の
御
健
郡

山
勝
を
心
か
ら
お
悦
び
申
し
上
げ
、
併
せ
て
、
日
頃
町
柏

崎
市
政
に
つ
い
て
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し
帯

一

て

、

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

そ

吋

地
ま
た
、
昨
年
口
月
の
町
長
選
挙
に
際
し
ま
し
て
は
、
都

い
た
い
へ
ん
多
く
の
町
民
の
皆
様
や
関
係
諸
団
体
の
皆
問

地
様
方
の
熱
烈
な
御
支
援
と
御
支
持
を
頂
き
ま
し
て
、
一
併

時
四
た
ぴ
町
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
吋

川
比
答
せ
ら
れ
ま
し
た
温
か
い
御
一
厚
憶
に
、
衷
心
よ
り
腎

ヰ

感

謝

申

し

上

げ

る

次

第

で

あ

り

ま

す

。

嶋

一
昨
思
い
を
起
こ
せ
ば
、
昭
和
田
年
目
月
私
が
大
洗
町
駅

雌
長
に
就
任
し
て
以
来
、

3
期
ロ
年
の
間
「
港
の
あ
る
時

叫
豊
か
な
海
浜
文
化
都
市
」
づ
く

2
r」
前
向
政
の
基
本
理
念
的

雌
に
掲
げ
、
多
く
の
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
材

担
そ
の
結
果
、
今
日
、
海
浜
地
区
を
基
点
に
地
域
の
和

地
様
相
も
徐
々
に
変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
う
開
発
メ
リ
ッ
時

叫

ト

も

増

大

し

つ

つ

あ

り

ま

す

。

的

地
こ
の
よ
う
に
、
恵
ま
れ
た
海
洋
の
資
源
を
享
受
す
腎

?
大
昔
、
新
し
い
世
紀
に
向
け
て
こ
れ
を
基
軸
に
、
内

地
更
な
る
変
貌
を
遂
げ
る
可
能
性
を
多
く
秘
め
て
い
る
都

北

町

と

い

、

え

ま

し

ょ

っ

。

明

蜘
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
鴎
難
を
克
服
し
な
嚇

ゆ
が
ら
、
各
種
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
、
通
年
吋

料
集
客
性
の
あ
る
高
質
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
づ
く
り
を
は
和

品
じ
め
、
住
み
よ
い
釘
づ
く
り
の
た
め
の
住
環
境
の
整
嚇

料
備
、
教
育
環
境
の
整
備
、
就
労
の
場
づ
く
り
等
々
、
納

品
可
能
性
の
実
現
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
野

和

せ

ん

。

和

地
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
4
年
間
、
町
民
の
皆
様
方
の
嚇

す
信
頼
に
お
こ
た
え
す
べ
く
、
初
心
に
か
え
り
全
カ
問

地

を

投

入

す

る

所

存

で

あ

り

ま

す

。

腎

時
ど
う
か
皆
様
方
に
お
き
ま
し
で
も
、
今
後
と
も
一
内

地
層
の
調
支
援
と
御
鞭
捷
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
嚇

時

い

申

し

上

げ

る

次

第

で

あ

り

ま

す

。

時

蜘
本
年
も
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
ど
う
か
幸
い
蜘

持
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
市

枇
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
一
問

年

元E‘下型島
、園趨按

拶
宏

大洗町長

内竹

平
成
3
年
は
未
年
で
す
。

羊
は
、
「
お
と
な
し
い
」
「
柔
頗
」
「
群
れ
に
な
る
」

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
わ

た
し
た
ち
が
実
感
で
き
る
の
は
、
ウ
ー
ル
の
セ
ー

タ
ー
や
皮
製
品
の
肌
ざ
わ
り
と
温
か
き
で
す
。

羊
は
紀
元
前
六
千
年
ご
ろ
、
家
畜
化
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

馬
が
家
畜
化
さ
れ
た
の
が
、
紀
元
前
五
千
年
1
四

千
年
ご
ろ
で
す
か
ら
、
羊
と
人
間
の
付
き
合
い
は
、

か
な
り
長
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ニ
と
れ
き

巳
本
に
は
、
羊
に
ま
つ
わ
る
諺
が
あ
ま
り
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
思
い
つ
く
と
こ
ろ
で
は
、

「
羊
の
皮
を
一
着
た
狼
」
「
軒
既
弥
陀
」
く
ら
い
の
も

の
で
す
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
を
「
羊
腸
」
と

表
現
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
台
臭
い
感
じ

が
し
ま
す
ね
。

で
は
、
な
ぜ
羊
に
関
す
る
諺
が
少
な
い
の
で
し

ょ
っ
。
西
暦
五
九
九
年
、
推
古
天
皇
の
時
代
に
、

百
済
か
ら
二
頭
の
挙
が
贈
ら
れ
た
と
、
日
本
書
記

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
羊
は
乾
燥
し
た
風
土
が
好
き
な
の
で
、

日
本
の
気
候
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ

ま
り
繁
殖
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、

欧
米
の
よ
う
に
諺
が
多
く
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

的
人
よ
ミ
ウ一

明
治
の
初
期
、
政
府
は
緬
羊
の
飼
育
振
興
を
試
み

ま
し
た
が
失
敗
。
そ
の
後
、
箪
服
な
ど
の
製
造
の

た
め
に
、
学
の
飼
育
が
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

戦
後
は
農
家
の
副
業
と
し
て
、
多
い
と
き
は
百
万

顕
も
鶴
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の

飼
育
頭
数
は
、
北
海
道
や
東
北
な
ど
を
中
心
に
、

三
万
七
百
頭
ぐ
ら
い
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
全
密
各
地
で
観
光
牧
場
な
ど
の
整
備
が

進
み
、
子
供
た
ち
が
苦
思
議
会
は
増
え
ま
L
た。

羊
毛
は
、
天
然
繊
維
の
人
気
上
昇
で
、
日
本
で

の
需
要
が
増
え
て
い
ま
す
。
外
国
産
が
中
心
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
か

ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。

き
て
、
「
一
年
の
計
は
元
日
一
に
あ
り
」
と
い
い

ま
十
九
今
年
の
呂
標
を
決
め
、
グ
迷
、
え
る
挙
。
に
な

ら
な
い
よ
う
、
ス
タ

i
ト
を
切
り
た
い
も
の
で
十
九
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大洗町長

MJ255 
上期(一般会計)
執行済額…1，715，311千円
(執行率・・'30.4%)

t'b 

i股入済額・・・2，908，210千円
(収入率…51.6%)

予算額…5，637，430千円

お

55YV 

お平成3年 1月5日

大洗町告示第27号
地方自治法第243条の3第1填及ぴ大洗町財政状況の作成及び

公表に関する条例により、私たちの町の財政状況(平成2年4

月18から 9月308)を次のとおり公表します。

王子成 2年12月128

宏竹内

毒事一般会計予算執行状況

(歳入) (単位・千円)

区 分 現計予算額

人 件 費 1，681，301 

物 f牛 費 582，056 

維持補修費 51，661 

扶 助 費 194，452 

補助費等 799，953 

普通建設事業 987，833 

(1) 補 劾 20，000 

(2) 単 独 967，833 

災害復IB事業費 l 

rι、‘i {責 費 571，495 

積 rr 金 446，218 

投資及び出資金 1，207 

貸 付 金 13，324 

繰 出 金 170，167 

予 備 費 23，450 

メp入 計 5，523，118 

(性質別)(単位:千円， %) 

区 分 現計予算額 繰繰越事越業費額等 予支出備額等費 計 支出i斉額 執行率

1.議 ぷコ斗コミ 費 108，874 108，874 52，715 48.4 

2.総 務 費 1，289，466 28，430 3，000 1，320，896 465，567 35.2 

3.民 生 費 584，595 454 585，049 216，524 37.0 

4 事若 生 費 873，262 873，262 194，548 22.3 

5 労 働 費 129 129 129 100.0 

6 農林水産業費 292，620 292，620 61，545 21.0 

7 商 エ 費 283，917 283，917 100，007 35.2 

8.土 木 費 835，247 85，882 1，950 923，079 107，780 11.7 

9. i官 ~jj 費 224，147 224，147 90，015 40.2 

10 教 予守 費 394，423 108 394，531 169，266 42.9 

11.災害復旧費 l l 。 0.0 
12.公 {責 費 571，845 571，845 219，721 38.4 

13.言者支出金 41，142 41，142 37，494 91.1 

14.予 イ蔵 費 23，450 ム5，512 17，938 。 0.0 

歳出合計 5，523，118 114，312 。5，637，430 1，715，311 30.4 

出)(歳(単位:千円， %) 

IK 

114，312 

25.2 

収入率

62.5 

8.0 

68.6 

33.8 

70.0 

57.2 

36.4 

50.0 

0.0 

100.0 

11.6 

0.0 

39.1 

0.0 

24.1 

45.1 

100.1 

28，415 

18，028 

31，586 

66，285 

66，701 

10，630 

。
270，580 

1，455，329 

13，552 

。

772，515 

2，286 

34，248 

87，469 

35，797 

。

14，789 

収入i斉額

148，036 

10，621 

205，590 

270，580 

307，680 

293，200 

94，134 

174，854 

130，819 

262，672 

169，285 

41，408 

46，100 

43，800 

1，104，279 

4，000 

2，330，371 

計現計予算額|麟護遺言

148，036 

94，134 

174，854 

130，819 

262，672 

205，590 

156，268 

307，680 

293，200 

41，408 

46，100 

4，000 

169，285 

43，800 

1，104，279 

10，621 

2，330，371 

8 交通安全対策
特別交付金

9.分担金及ぴ
負観念

使用料及び10. 手数料

11.包爆支出金

支出金

産 i収入

金

金
一
金

入

2.地方譲与税

3.利子言語交付金

4 ゴノレ7場利用税
交付金

5 特別地方消費税
交付金

6 自動車取得聾
交付金

7.地方交付税

{貢

合計

分

税

附

入

越

収

13. 買才

14. 主宰

1 . ll!J 

12.県

15 繰

16.繰

17.諸

18.町

51.6 2，908，210 5，637，430 114，312 5，523，118 歳入

(平成2年9月初日現在)(平成2年 9月初日現在)(平成2年9月30日現在)

(単位:千円， %) 

執 1T 額

ぷ2斗" 計 名 現計予算額 歳 入 歳 出

収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保検特別会計 1，475，359 613，173 41.6 503，678 34.1 

老人保健特別会計 926，105 424，131 45.8 458，696 49.5 

収益的 389，126 203，985 52.4 122，168 31.4 

水道事業会計
資本的

(収入) 23，299 6，732 28.9 

(支出) 105，566 32，799 31.1 

収益的
(収入) 65，987 32，421 49.1 

地方卸売市場冷凍
(支出) 58，426 

冷蔵事業特別会計
21，236 36.3 

資本的 7，561 1，307 17.3 

桜道土地区画整理事業特別会計 129，470 1，862 1.4 19，164 14.8 

サイクリングターミナル事業特別会計 21，487 14，079 65.5 5，221 24.3 

公平委員会特別会計 9，977 8，118 81.4 4，301 43.1 

公共下水道事業特別会計 390，987 121，786 31.1 15，936 4.1 

機特別金量十歳入最長出予算執行状涜畿一般合計地方犠現在高(単位・千円， %) 

区 分 7G金未償還額 構成比

一般公共事業債 315，343 6.8 

般単独事業債 2，499，739 53.7 

公営住宅建設事業債 435，174 9.3 

義務教育施設主主備事業債 34，184 0.7 

災害復旧事業債 1，704 0.0 

一般廃棄物処理事業債 1，066 。。
厚生福祉施設割諸事業債 312，849 6.7 

転 貸 {責 10，693 0.2 

耳守 j原 対 策 {責 603，208 13.0 

臨時財政特例僕 15，497 0.3 

調 整 {責 128，900 2目8

県 貸 {寸 金 298，784 6.4 

そ Il) 他 4，000 0.1 

メ口〉、 計 4，661，141 100.0 I 

護審ー披金書十時有財産の状況

@土地………・…..…・・'2，053，282.42m'

1 有価証券………ー71，794千円

1 .行政財産……・・・432，937.91m'

2. 普通財産・…・・1，620，344.51m'

@建物…....・H ・....…一..60，578.61m' 

1 .行政財産一…・・・ 60，158.92m'

2. 普通財産……・一…"'419.69m'

@有価証券・基金…… 1，265，475千円

(平成2年 9月30日現在)

(平成2年 9月30日現在)※収入が支出に不足する額は、一般会計からの運用で充当しています。(平成2年9月初日現在)
金…… 1，193，681千円2 基

任
期
満
了
に
よ
る
茨
城
県
議
会

議
員
の
一
般
選
挙
は
、
日
月
初
日

に
告
示
さ
れ
、
ロ
月
9
日
(
日
)
に

投
・
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
の
選
挙
の
結
果
は
次
の

通
り
で
す
。

O
選
挙
当
日
の
有
権
者
数

一
五
、
八
六
九
人

(
男
七
、
七
三

O
人
)

(
女
八
、
一
三
九
人
)

O
投
票
人
員

一
二
、
四
一
二
三
人

(
男
五
、
八
五
四
人
)

(
女
六
、
五
七
九
人
)

O
投
票
率
七
八
・
一
一
一
五
%

(
男
七
五
・
七
一
一
一
%
)

(
女
八

0
・
八
一
一
一
%
)

O
無

効

投

票

一

三

四

票

O
持

ち

帰

り

三

票

O
候
補
者
別
得
票
数

団
山
と
う
こ
(
無
所
属
)

八
、
四
二
六
富
一
示

し
ば
ぬ
ま
弘
道
(
無
所
属
)

一
、
五

O
一
票

大
高
道
夫
(
自
民
党
)

九
五

O
票

く
ぽ
た
正
ニ
郎
(
無
所
属
)

七
九
七
百
示

山
西
つ
ね
よ
し
(
無
所
属
)

六一一一

ら

位
十
d
d
d
a
v
 

』
溺
羽
目
回

後

藤

亀

泉

選

口
ほ
ど
に
体
動
か
ぬ
師
+
定
か
な

夏

海

大

賞

千

代

子

(
評
〕
年
間
最
後
の
月
。
飛
ぶ
よ
う

に
一
日
一
日
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。
繁
忙

の
中
、
一
言
葉
に
出
し
て
我
が
身
を
励

ま
し
て
は
見
る
の
だ
が
、
肝
心
の
体

が
さ
っ
ぱ
り
動
い
て
は
呉
れ
な
い
。

押
し
詰
る
年
の
瀬
に
苛
立
ち
な
が
ら

も
諦
め
の
心
も
少
し
。

大
綬
の
一
層
持
ち
上
げ
て
ゐ
る
嫡

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
)
丸
々
と
太
っ
た
大
根
が
土
中

か
ら
せ
り
出
し
て
白
首
を
見
せ
て
い

る
。
も
う
引
抜
作
業
も
始
ま
る
で
あ

ろ
う
畑
。
大
根
が
一
層
を
持
上
げ
て
い

る
と
述
べ
た
処
が
面
白
い
。

落
葉
掃
く
間
に
主
主
莱
の
ふ
り
か
か
り

桜

道

真

田

静

子

〔
評
〕
庭
に
散
り
敷
く
落
葉
を
掃
き

な
が
ら
、
更
な
る
落
棄
を
身
に
浴
び

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
地
上
に

は
、
箸
の
立
国
と
落
葉
降
る
音
と
が
あ

る
ば
か
り
で
あ
る
。

沼
焚
火
し
て
少
年
の
お
の
匂
ひ

磯

浜

桜

井

政

吉

〔
評
〕
沼
べ
り
で
焚
火
を
し
て
い
る
。

枯
芦
を
折
り
、
流
れ
木
を
拾
い
な
ど

し
て
の
焚
火
で
あ
ろ
、
70
火
色
を
見
、

煙
の
匂
い
を
嘆
ぐ
う
ち
に
、
思
念
は

少
年
の
臼
の
想
い
出
に
つ
な
が
っ
て

行
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
く
羽
子
を
杉
の
高
き
に
見
失
ふ

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
)
追
羽
子
を
し
て
い
る
。
神
社
の

社
か
寺
の
境
内
で
あ
ろ
、
九
ひ
〉
際
高

々
と
っ
き
上
げ
た
お
子
が
、
う
っ
蒼
と

繁
茂
し
た
樹
間
の
時
き
に
紛
れ
て
、
一

瞬
見
失
っ
た
か
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

女
衆
も
一
肩
す
り
合
は
せ
磯
焚
火

明
神
町
小
松
崎
十
吉

〔
評
〕
女
衆
も
、
と
あ
る
か
ら
に
は
、

男
衆
も
焚
火
を
囲
ん
で
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
男
は
男
同
芯
、
女
は
女
向
志

な
の
だ
が
、
火
の
囲
み
方
が
少
し
違

う
の
で
あ
る
。
男
達
は
少
し
閑
摘
を

遭
い
て
、
女
達
は
屑
を
す
り
合
わ
す

程
に
密
着
し
て
な
の
だ
。
取
交
す
話

題
も
自
す
と
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
、
つ
も

鳩
の
声
く
ぐ
も
る
寺
の
霜
柱

髭

釜

稲

田

富

穂

〔
評
〕
早
朝
の
寺
を
訪
れ
た
。
境
内

は
び
っ
し
り
と
霧
柱
が
立
っ
て
浄
土

を
持
上
げ
て
い
る
。
車
富
山
で
鳴
く
鳩

の
声
も
、
霜
柱
の
下
か
ら
開
え
て
く

る
よ
う
で
あ
る
。

妻
は
萎
の
育
て
し
鉢
の
冬
閤
ひ

祝

町

今

川

奥
山
の
そ
の
奥
山
も
眠
り
を
り

髭

釜

川

上

渦
巻
い
て
身
に
つ
き
ま
と
ふ
風
落
葉

明
神
町
小
松
崎
美
代

猫
残
し
一
家
総
出
で
稲
を
刈
る

磯

浜

村

沢

み

ち

を

臼
の
没
り
て
俄
に
さ
む
し
荒
渚

明

神

町

白

国

一

部

冬
霧
の
掘
の
奥
よ
り
妻
の
戸

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

衛
の
中
千
大
根
の
整
然
と

新

町

岸

和

問

和

子

赫
々
と
枯
葉
彩
る
夕
日
か
な

磯

浜

青

木

き

か

え

獲
取
り
に
虫
の
屍
や
花
八
ツ
手

磯

浜

浅

克

道

子

日
々
せ
は
し
日
々
せ
は
し
と
て
十
二
月

明

神

町

問

中

勝

校

山
茶
花
の
雨
に
濡
れ
た
る
白
さ
と
も

祝

前

叫

ん

7

川
、
つ
め E受百ム
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鯖
建

醸
撞崎郡め灘大

県
内
水
産
加
工
業
者
の
生
産
や
技
術

改
善
に
対
す
る
意
欲
の
増
進
と
、
品
質

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
全
国
農
林
水

産
祭
参
加
行
事
の
…
環
と
し
て
、
茨
城

県
水
産
製
品
品
評
会
が
去
る
叩
月
口
・

訪
日
の
両
日
県
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

弘司

鍵 i仲
藤|認
識変|料
拭 l理。
き|で

ん!盤
料|麟
lつ理 1;;
警16
を
開

らあ

去
る
、
日
月
幻
臼
に
大
洗
町
中
央
公

民
館
(
調
理
笑
習
室
)
で
、
町
食
生
活

改
善
推
進
員
(
愛
称
健
康
お
ば
さ
ん
・

城
野
満
穂
会
長
)
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
、
牛
乳
料
理
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
を
利
用
し
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
は
か
ろ

う
と
開
催
し
た
も
の
で
、
必
名
の
町
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
栄
養
士
や
健
康

お
ば
さ
ん
か
ら
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
、

正
し
い
食
習
慣
の
あ
り
方
、
牛
乳
・
乳

製
品
の
じ
よ
う
ず
な
利
用
方
法
」
な
ど

の
話
を
聞
い
た
あ
と
、
調
理
実
習
に
入

おお(3)第229号

こ
の
口
問
評
会
に
は
沼
町
内
の
水
産
加
工

業
者
や
罰
体
が
、
県
内
で
生
産
し
た
水

産
加
工
品
制
点
を
出
品
し
ま
し
た
が
、

専
門
的
な
審
査
基
準
に
の
っ
と
っ
た
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
当
町
か
ら
出
品
さ

れ
た
製
品
が
、
水
産
庁
長
官
賞
を
は
じ

め
と
す
る
各
賞
を
獲
得
し
、
加
工
生
産

り
、
カ
レ
j
ピ
ラ
フ
・
え
ぴ
ボ

i
ル
の

ク
リ
ー
ム
煮
な
ど
に
日
頃
の
腕
を
ふ
る

い
ま
し
た
。

終
了
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

「
牛
乳
・
乳
製
品
は
栄
養
価
値
が
高
く

す
ぐ
れ
た
食
品
と
知
っ
て
い
て
も
、
料

理
に
利
用
す
る
と
な
る
と
む
ず
か
し
く
、

つ
い
欽
む
だ
け
だ
っ
た
の
が
今
日
牛
乳

料
理
教
室
に
参
加
し
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
感
謝
し
て
お
り
、

技
術
の
水
準
の
高
さ
と
品
質
の
由
民
さ
を

遺
憾
な
く
他
に
一
示
し
ま
し
た
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

水
産
庁
長
室
賞
(
し
ら
す
)

浜

野

犀

商

庖

田

口

庄

茨
城
県
知
事
賞
(
か
れ
い
切
身
み
り
ん

漬
)制

梶

尾

高

庖

梶

尾

勝

士

口

県
農
林
水
産
部
長
賞
(
黄
金
い
い
蛸
)

楠

山

本

商

鹿

山

本

健

二

沼
市
水
産
加
工
連
会
長

(
さ
ん
ま
み
り
ん
子
し
)

宮

本

水

産

宮

本

庄

(
し
ず
開
き
)

嗣

助

虎

商

活

高

崎

誠

(
海
藻
サ
ラ
ダ
)

カ

ネ

キ

海

渓

械

熊

団

員

県
農
林
水
産
振
興
協
議
会
長
賞

(
あ
じ
聞
き
)

闘
魚
藤
商
盾

回

中

出
ゆ
日
出
刊
の
也
駒
山
U

部
ω仏
間

秋

季

瀧

隣

調

鱗

実

路

作

日
月
幻
自
(
木
)
磯
浜
小
学
校
で
大
洗

町
消
防
団
に
よ
る
秋
季
消
防
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
火
災
予
防

運
動
の
一
環
と
し
て
、
防
火
防
災
意
識

の
啓
発
を
は
か
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
午
前
9
時
加
分
磯
浜

小
東
側
校
舎
よ
り
火
災
が
発
生
し
た
と

の
想
定
で
、
大
洗
町
消
防
団
(
谷
田
部

吉
蔵
間
長
以
下
別
名
)
と
町
消
防
本
部

お
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

磯
浜
小
児
蒙
が
見
守
る
な
か
、
水
利
選

定
訓
練
・
包
囲
部
署
訓
練
・
ホ
ー
ス
延

長
訓
練
・
機
関
操
作
訓
練
・
指
揮
下
命

訓
練
全
部
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い

本
番
き
な
が
ら
の
繋
然
と
し
た
訓
練
が

食
生
活
推
進
員
の
今
後
の
活
躍
に
よ
り

一
層
の
期
待
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
食

生
活
推
進
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

高
齢
化
社
会
の
現
在
「
自
分
の
健
康
は

自
分
の
手
で
守
る
」
を
合
一
言
葉
に
会
長

を
中
心
に
会
員
全
員
が
食
生
活
改
善
の

輸
を
広
げ
、
地
域
の
現
実
に
即
し
た
効

果
的
な
手
段
で
町
民
の
健
康
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
き

め
細
か
な
実
践
活
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
各
種
講
習
会
等
実
施
の
擦
に
は

是
非
町
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

事寺雄

藤
之
助

去
る
、
日
月
お
日
(
金
)
大
洗
第
一
中

学
校
体
育
館
で
、
第
9
田
町
民
卓
球
大

会
が
瑚
名
の
参
加
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
は
熱
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ

ー
で
盛
す
上
が
り
、
中
学
生
の
部
で
は
、

一
中
・
南
中
の
激
し
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
の
部
で

も
、
芳
い
時
に
活
躍
し
た
選
手
の
が
ん

ば
り
が
包
立
ち
ま
し
た
。

一
時
、
人
気
の
な
か
っ
た
卓
球
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
中
学
生
が
参
加
し

盛
況
で
し
た
。
将
来
の
大
選
手
を
目
指

し
て
、
み
な
さ
ん
練
習
に
は
げ
ん
で
く

よ
い
U

7

T

た
喝
種
無
電
般
流

J

I

l

-

-

i

i

会
大
賞
小
学
校
見
童
女

L

大
貫
小
学
校
で
は
、
県
指
定
研
究
校
合
(
大
川
治
組
合
長
)
の
稚
魚
放
流
行

と
し
て
、
他
の
学
校
に
先
き
が
け
て
、
事
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

生
活
科
の
研
究
を
2
年
間
に
わ
た
っ
て
稚
魚
放
流
に
は
、

2
・
3
年
生
の
全

続

け

て

い

ま

す

。

員

が

出

席

し

、

大

賞

橋

協

で

コ

イ

・

フ

こ
の
生
活
科
と
い
う
の
は
、
地
域
環
ナ
の
稚
魚
約
3
千
匹
を
『
大
き
く
な
れ

境
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
子
供
達
の
よ
1
』
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
祈
り
を

生
活
に
つ
い
て
学
習
す
る
教
科
で
、

1
・
こ
め
て
放
流
を
し
て
い
ま
し
た
。

2
年
生
が
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
放
流
後
、
大
川
組
合
長
さ
ん
よ
り
、

そ
の
な
か
で
は
地
域
の
生
物
が
と
り
掴
沼
の
魚
に
つ
い
て
お
話
を
開
き
、
大

あ
げ
ら
れ
、
子
供
達
は
海
水
魚
や
淡
水
変
有
意
義
な
体
験
学
習
会
と
な
り
ま
し

魚
を
飼
育
し
な
が
ら
魚
に
対
す
る
知
識
た
。

と
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。
私
達
の
摺
沼
を
い
つ
ま
で
も
素
晴
ら

去
る
日
月
口
日
に
は
、
掴
沼
の
魚
を
し
い
自
然
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
も

大
切
に
し
よ
う
と
大
摺
沼
漁
業
協
同
組
の
で
す
。

無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
消
防
本
部
に
よ
る
救
助
活

動
が
披
露
さ
れ
、
校
舎
屋
上
よ
り
ロ
ー

プ
で
降
下
す
る
笑
技
で
は
、
無
事
着
地

を
す
る
と
子
供
達
よ
り
大
き
な
拍
手
が

お
こ
り
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
谷
田
部
団
長
か
ら
子

供
達
へ
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
、
子
供
た
ち
は
熱
心
に
聴
い
て
お

り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
団
員
3
名
の
辞
令
交
付

式
も
行
わ
れ
、

3
人
の
若
い
屈
員
に

辞
令
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

火
災
シ
ー
ズ
ン
を
ひ
か
え
、
皆
さ
ん
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し

だ
さ
い
。
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
中
学
生
男
子
の
部
〕

第
1
位

大

川

竜

一

第
2
位

米

川

純

一

第
3
位

嶺

経

治

〔
中
学
生
女
子
の
部
〕

第
1
位
、
水
浜
聖
子

第
2
位

片

桐

理

絵

第
3
位

大

川

智

世

〔
高
校
・
一
般
の
部
〕

第
1
位

清

宮

洋

一

第
2
位

折

笠

雄

二

第
3
位

大

川

敏

克

(
一
中
)

(

H

)

 

(

H

)

 

(
一
中
)

(

H

)

 

(

H

)

 

ト品、「ノ。〔
新
入
呂
田
異
〕

荻

叩

巾

雅

志

高

柳

和

志

山

口

和

泉

(第
6
分
間
)

(第
6
分
間
)

(第
9
分
間
)

瞬
秋
の
水
棚
郷
帥
舗
を
力
定

漏
倒
閣
口
本
鵜
潮
来
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
6
囲
水
郷
潮
来
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
当
日
は
、
晩
秋
と
は
思
え
な
い
ポ
カ

去
る
日
月
お
臼
(
臼
)
晩
秋
の
水
郷
路
で
ポ
カ
陽
気
で
、
好
記
録
も
続
出
し
ま
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
小
学
た
。

生
か
ら
部
歳
ま
で
の
お
年
寄
り
の
ラ
ン
我
が
大
洗
町
か
ら
も
日
数
名
の
ラ
ン

ナ
ー
附
人
が
参
加
し
、

6
種
呂
に
分
か
ナ

i
が
出
場
し
、
各
種
目
に
自
慢
の
足

れ
て
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
を
披
露
し
、
中
で
も
小
学
男
子
3
M
の

部
に
出
場
し
た
秋
山
真
己
君
(
大
賞
小
)

が
叩
分
2
秒
で
、
中
学
女
子
5
3闘
の
部

に
出
場
し
た
、
関
根
伸
江
さ
ん
(
南
中
)

が
四
分
問
秒
で
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

又
、
一
般
男
子
5
2聞
の
部
で
も
、
川

崎
義
行
さ
ん
(
大
洗
走
る
会
)
が
日
分

叩
秒
で
2
位
に
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
ご
健
闘
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

大実小

秋山真己君

南中

関根伸江さん

交
通
安
全
臨
時
の
会
表
彰
替
る

1
1
9
0交
通
安
全
県
畏
大
会

O
i

去
る
日
月
引
抗
日
、
県
民
文
化
セ
ン
高
揚
に
努
め
ら
れ
、
地
域
の
交
通
事
故

タ
i
で
第
加
盟
交
通
安
全
県
民
大
会
防
止
に
貢
献
さ
れ
た
事
が
認
め
ら
れ
表

(
県
交
通
対
策
協
議
会
主
催
)
が
行
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

わ
れ
、
県
内
の
交
通
安
全
母
の
会
会

員
を
は
じ
め
交
通
安
全
運
動
関
係
者

が
参
加
し
て
、
交
通
事
故
絶
滅
へ
の

宣
言
決
議
・
交
通
安
全
功
労
者
や
功

労
団
体
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
作
品

入
賞
者
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
席
上
で
、
大
洗
町
交
通
安
全

母
の
会
(
関
根
幸
子
会
長
)
が
、
交

通
安
全
功
労
呂
体
の
部
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
母
の
会
は
、
永
年
、
率
先
し
て
交

通
安
全
の
確
保
と
交
通
思
想
の
普
及

@
盟
問
問
鑑
ム
曜
の
保
険
料
時

納
め
ま
し
た
か

寸
つ
い
う
っ
か
り
L

ガ
一
生

の
損
だ
っ
疋
り
し
ま
す

あ
な
た
の
年
金
は
大
丈
夫
で
す
か

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
、
ぇ
、

ま
さ
に
「
年
金
時
代
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
、
年
金
は
重
要
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
大
切
な
年
金
も
、

保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
で
は
十
分
な

役
割
を
果
た
し
ま
せ
ん
し
、
ま
し
て

や
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
で
す
。

農
林
漁
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
の
自
営
業
の
方
と
、
そ
の
ご
家

族
の
皆
さ
ん
/
あ
な
た
の
年
金
は
大

丈
夫
で
す
か
?
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
な
い
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
確
認

し
て
下
さ
い
。

あ
な
た
の
年
金
を
守
る
の
は
、
も

ち
ろ
ん
あ
な
た
自
身
な
の
で
す
か
ら
。

年
た
て
ば
一
歳
、
十
年
た
て
ば

十
歳
と
し
を
と
り
ま
す
。
あ
な
た
の

廻
り
の
み
な
さ
ん
は
年
金
を
受
け
、

あ
な
た
だ
け
が
年
金
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
と
し
た
ら
:
:
:
。

年
金
の
な
い
き
ぴ
し
い
老
後
に
な
ら

な
い
よ
う
、
保
険
料
は
毎
月
忘
れ
ず
き

ち
ん
と
納
め
、
老
後
や
万
一
の
と
き
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

納
め
患
れ
を
な
く
す
る
た
め
に

保
険
料
は
、
一
か
月
分
定
額
で
八
、

四
O
O円
(
付
加
八
、
八

O
O円
)
で

す
が
、
つ
い
忘
れ
た
と
い
う
こ
と
で
二

か
月
・
一
一
一
か
月
:
:
:
と
滞
り
ま
す
と
、

大
き
い
金
額
と
な
り
毎
月
の
生
活
費
に

も
負
担
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

保
険
料
は
、
あ
な
た
の
ご
近
所
に
あ

る
納
税
組
合
や
取
引
し
て
い
る
金
融
機

関
で
も
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

組
合
等
に
未
だ
加
入
し
て
い
な
い
方

は
、
是
非
こ
の
機
会
に
加
入
し
て
「
つ

い
う
っ
か
り
」
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。



らあお議官 第229号 (4)

葉
基
本
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

茨
城
県
で
は
、
平
成
三
年
ニ
月
一
日

を
調
査
期
日
と
し
て
「
平
成
一
一
一
年
茨
城

県
農
業
暴
↑
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
茨
城
県
統
計
調
査
条

例
に
基
づ
き
、
本
県
農
業
の
実
態
を
は

援
し
、
農
業
経
営
の
改
善
と
農
業
行
政

諸
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

を
得
る
、
つ
え
で
重
要
な
調
査
で
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
県
が
市
町
村

の
協
カ
を
得
て
実
婚
し
ま
す
。
調
査
対

象
は
、
概
ね
一
五
万
三

0
0
0
の
農
家

等
で
、
調
査
員
は
六
三
O
O余
人
に
及

ぶ
大
規
模
な
調
査
で
、
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
調
査
対
象

l
調
査
対
象
は
、
次
の

何
れ
か
に
該
当
す
る
農
業
事
業
体
(
農

家
・
学
校
・
会
社
等
)
で
す
。

ω経
営
耕
地
面
積
(
借
入
地
含
む
)

t"l 

総盤量

大
挽
賦
あ
げ
大
会

新
年
の
空
に
、
自
分
で
作
っ
た
凧
を

空
高
く
舞
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
、
誰
で

も
参
加
出
来
ま
す
。

o
a
時
1
月
初
日
(
日
)

〔
受
付
〕
午
前
8
時
却
分

〔
開
会
〕
午
前
9
時

※
雨
天
の
場
合
1
月
幻
自

O
場
所
大
洗
サ
ン
ビ

i
チ
内

会
種
目
小
学
生
(
低
学
年
の
部
・

高
学
年
の
部
)
中
学
生
の

部
・
高
校
、
一
殺
の
部

食
参
加
資
格
制
限
な
し

会
参
加
料
無
料

支
凧
の
規
格
自
由
(
但
し
、
古
来
か

ら
の
伝
統
に
添
っ
た
物
)

女
賞
品
等
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
と

優
勝
1
6
位
・
努
力
賞

※
全
員
に
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス

僕
大
洗
凧
あ
げ
大
会
実
行
委

員
会

円

v
主

平成31f.l月5日

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
商
工
観
光

課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

器

削
|
5
1
1
1
・
内
線
必

が一

0
ア
ー
ル
以
上
あ
る
こ
と
。

ω経
営
耕
地
面
積
が
一

0
ア
ー
ル
未

満
で
も
、
調
査
期
目
前
一
年
間
に

お
け
る
農
産
物
の
総
販
売
金
額
が

一
五
万
円
以
上
あ
る
こ
と
。

一
一
、
鵠
査
事
項

lω
世
帯
員

ω土
地

ω延
収
穫
面
積

ω巣
樹
栽
培
面
積

同
し
い
た
け
栽
培
附
掃
立
卵
最
(
養

蚕
)
的
施
設
題
芸
附
家
資
等
則
廃

業
用
機
械
帥
農
業
雇
用

ω農
作
業

を
よ
そ
に
請
負
わ
せ
た
面
積
等
間
農

産
物
の
総
販
売
金
額

一
一
一
、
調
査
方
法

1
一
月
下
匂
に
調
査
員

が
訪
問
の
う
、
ぇ
、
調
査
票
を
配
付
し
、

二
月
上
旬
に
回
収
に
伺
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
結
果
は
、
「
平
成
一
一
一
年

茨
城
県
農
業
基
本
調
驚
結
果
の
概
要
」

と
し
て
、
平
成
コ

O
月
頃
公
表
の

予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
撃
せ
の
た
め
に

務機

特
設
人
様
相
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

1
月
間
日
(
金
)

午
前
日
時
1
午
後
3
時

役
場
3
階
会
議
室

弁
護
士
・
黒
漆
克
先
生

人
権
擁
護
委
員

法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

水
戸
地
方
法
務
局

水
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

。
お
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

曜事

と

き

⑬
と
こ
ろ

⑧
相
談
者

品噛主

{雀

勤
務
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小中学校 11 高等学校

勤務場所i 祭内小中学校 11 県内高等学校

常勤講郎| 非常勤講師 11常勤講師| 非常勤講師

@遇3目的場合 11 1"遜3目的場合
勤務時間i本採教諭 1(小中学校)1日8時間 11本採教諭 11日 8時間又は3時間

に準ずる 1..逓 l日の場合 11に準ずる 1..遇 1日式場合

|(中学校同み)1日6時間 11 I 1 B 6時間又は3時間

本県の給1. ~"" "'""~ 11本県の給 i11時間 2，430円 11 ，~<~::':" 1 1時間 2，430円
報酬等i与規制に 1 • .，，-， ~，:~.v'_' ， 11与規制に i

(見込み) 11よる (見込み)

大
洗
町
教
育
委
員
会
へ
(
盤
側
5

1
1
1
・
内
線
叩
)
申
込
み
下
さ
い
。

1日 1，640円以内
(見込み)

1 B 1，640円以内
(見込み)

{果{建センター

よ

ムJι|ふ31(~11よ71ぷ61 よ。|

上同上交通費i向

んゃち

ほ
か
佳
月

献
み
英

4
一

日江

事

事長

名

対

ー
時
∞
分

2
持
∞
分

9
時
∞
分

日
昨
吋
m
山
分

9
時
吋
∞
分

日
時
日
出
分

9
昨
吋
開
山
分

日
時
日
出
分

1
時
間
山
分

3
昨
吋
日
出
分

刊
山
時
吋
∞
分

2
時
∞
分

1
昨
吋
初
分

3
時
日
山
分

象

名

受
付
時
間

手し

児

健

三l

w 

生
後
2
力
月

1
3
ヵ
月
の
者

生
後
6
ヵ
月

1
7
ヵ
月
の
者

ロ
月
の
一
般
診
査
で
異
常
の
あ
っ
た
者

精

三ふ
p;::> 

査

密

精

密

診

査

母

談

ロ
月
の
一
般
診
査
で
異
常
の
あ
っ
た
者

母
性
及
び
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

妊
娠
6
ヵ
月

1
9
ヵ
月
の
初
産
の
方

子

本目

母

子

保

健

教

護

妊
娠
6
ヵ
月

1
9
ヵ
月
の
初
産
の
方

母

子

保

健

教

室

母

子

保

健

「
機
能
屈
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
1
月
日
臼
樹
0
1
月
日
日
樹

0
1
月
詑
臼
附
0
1
月
お
白
幽

0
1
月

m
g閃

0
2
月
1
日
掛

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
1
月
8
臼

ω
専
門
療
法
士
来
所

0
2
月
5
日

ω
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
!

即喝
M
V
審
事
子
喝
ゃ
ん
瞥

韓
民
特
こ
う
園

女
新
春
子
ど
も
お
楽
し
み
映
一
融
会

1
月
回
目
(
土
)

2
回
上
映

-
回
日
午
後
2
時

2
回
包
午
後
3
時
mw
分

⑨
会
場
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
レ

⑧
入
場
料
大
人
七
O
O円

子

供

六

O
O円

⑧
お
問
い
合
わ
せ

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
町
民
会
館

(
電
話
六
六
|
二
四
四
一
一
)

⑨
日
時

〆?

田I 区 募金額

矢場 25，200円
干拓 7，000内
松JlI報関 16，100円
松JlI第一 12，200円
松JlI中部 10，500円
松jll共励 8，400円
松jll第二 11，900円
大谷川| 9，100円
成田 10，500円

選
醐
輔
君
乱
た
先
生
方
へ

謡
曲
と
つ
鮭
撃
総
づ
か
H

を
発
聾
し
て
み
ま
せ
ん
か

現
在
、
教
員
の
資
質
向
上
を
歯
る
た

め
、
閣
を
あ
げ
て
新
採
1
年
自
の
先
生

方
を
対
象
と
し
て
「
初
任
者
研
修
」
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

小
中
学
校
で
は
、
す
で
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
高
等
学
校
は
一
平
成
3
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
初
任
者
研
修

が
実
施
さ
れ
る
た
め
、
新
採
の
先
生
の

指
導
及
ぴ
新
採
の
先
生
が
校
外
研
修
に

出
た
後
の
児
章
生
徒
の
指
導
に
当
た
る

講
師
を
多
数
募
集
し
て
い
ま
す
。

初
任
者
研
修
に
係
わ
る
議
婦
は
、
小

中
学
校
で
は
非
常
勤
で
、
高
等
学
校
で

は
常
勤
と
非
常
勤
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
小
中
学
校
及
ぴ
高
等
学
校
と

も
、
産
前
産
後
休
暇
、
育
児
休
業
、
研

修
等
の
補
充
の
た
め
の
常
勤
講
師
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

長
い
間
教
育
現
場
で
活
躍
さ
れ
た
先

生
方
の
ご
援
助
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

会大洗文化センター行事予建襲 (1/5--2/3) H，2山雌

開催 s1開始時間i 催 事 名 |開催場所i 催 事 内 容

1月I3日側 1 10: 00 1 第5眼ふるさと締紅白歌合戦カラオケ大会 |ホール!全留ふるきと芸能振興会主催によるカラオケ大会

15日(刈 1 10: 00 1 平成 3年大洗町成人式!ホール|大洗町主催による新成入者を対象にした成人式典

23日制 1 10: 00 1 初 任 者 研 修|ホール|茨城県教育庁指導課主催による初任者研妻

25日ω19: 00 1運転免許更新時講習会!大会議制水戸地区交通安全協会主催による運転免許講習会
26日ω I~富喜 ii:器 1 rちびまる子ちゃん」マンガ狭閥会 lホール|大洗文化センター主催による新春子どもお楽しみ映画上映会
27日但) 1 10: 00 1 保 管 発 表 会 iホール|堀11¥保育扇主催による保育発表会
2月3日制 1 13: 30 1 第 7回町民コンサート |ホール|大洗町音楽協会主催による町民コンサート

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター霊堂66-2442へお問い合せ下きい。

個人@事業所@団体及び学校等
5，000円以上の寄i聴者 (敬称略)

戸 塚 光 雄 100，000円
4、 iel 酒之助 20，000円
重 笑 光 10，000円
;石 山 11t; 10，000円
桧 山 栄次郎 10，000円
坂 本 恵L 子 10，000円
伊 沢 iJL 10，000内
t，- 泉 菊 i会 5，000河
今 泉 芸毛 5，000向
山 ロ 太次夫 5，000円
大洗シ サイドホテル 40，000円
小野盤機員長備) 10，000円
茨交大洗ホテル 10，000円
高 銀 蕗 f苫 10 ， 000!Il 
d、 野 i車E 海 藻 10，000問
大洗町身体襲撃害者福祉協会 30，000問
大洗町建設工業会 10，991河
大洗町選挙管理委員会 10，000円
大洗町民生委員協議会 29，833内
大洗町役場職員 29，844円
大洗町立磯浜小学校 43，544内
大洗町立大賞小学校 15，500円
大洗町立祝町小学校 16，751!Il 
大洗町立夏海小学校 7，736同

部I 区 募金額

原研住宅 22，100内
東北大寮 8，400円
神山 14，000円
jl¥日 9，100円
荒谷 32，200円
浜欠 7，000円
古宿 37，800円
上宿 25，900円
中宿 23，800円
下宿 13，500円

町区 募金額

寺釜 7 14，200円
11 8 14，000円
11 9 15，400円
11 10 19，700円
11 11 30，100内
11 12 11，200円
船渡 l 16，600円
11 2の1 19，900同
11 2♂) 2 10，500円
11 2σ)3 15，000円
11 3 27，300円
11 4 18，200円
蔵前 l 24，800円
11 2 18，600円
11 3 10，500円
11 4 16，700円
上宿 1 16，100円
11 2 21，700円
11 3 23，800!Il 
中宿 l 15，000円
11 2 15，000問
北清水1 28，000p:j 
11 2 18，200円
南清水1 14，700円
11 2 19，700丹
11 3 13，600内
角一 1 20，300円
11 2 35，400円
11 3の1 18，200円
11 3の2 18，100円
11 4 10，500円
11 5 30，500円
11 6 16，800円
蔀!京 1 21，700p:j 
11 2 28，000p:j 
11 3 22，400円

十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
」
は
、
町
民
各
位

の
暖
か
い
ご
理
解
と
、
募
金
奉
仕
者
で

あ
る
町
内
会
長
、
事
業
所
団
体
、
各
学

校
等
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
、
題
吾
参
万
二
千
四
百
十
二
円
(
十

三
月
七
日
現
在
)
の
寄
附
金
が
ょ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
お
金
は
、
茨
城
県

共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
よ
り
媛
か
い

地
域
社
会
を
一
作
る
と
い
う
願
い
を
こ
め

て
、
民
間
社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た

め
、
社
会
福
祉
施
設
や
各
市
町
村
地
域

の
中
で
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
各
地

域
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
事
業
資
金
」

と
し
て
公
平
に
配
分
さ
れ
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す。
本
年
度
の
各
町
内
及
び
事
業
所
、
団

体
等
の
方
々
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
募
金
の

結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

紙
上
を
お
借
り
し
、
改
め
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

尚
、
未
整
理
の
町
内
も
わ
ず
か
あ
り

ま
す
が
、
重
ね
て
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成2年慶町長E 募金額

永¥BJ 4 16，100内
11 5 25，500円
11 6 18，200内
11 7 23，500円
H 8 15，700円
11 9 26，600p:j 
11 10 39，300p:j 
11 11 19，900円
11 12 21，000p:j 
11 13 40，500円
11 14 35，000陀
11 150 1 38，500円
11 15の2 26，600円
1116σ) 1 42，700円
11 16の2 38，500円
11 16の3 47，600円
髭釜 2 27，200円
11 3 18，600円
11 4 22，400円
11 5 22，400円
11 6 18，200円
11 7 22，400円
11 8 15，000円
11 10の1 39，200同
1110の2 38，700円
1110の3 21，700円
1111の1 32，500円
1111グ)2 46，700円
11 12 30，000円
11 13 14，700円
寺釜 1 19，400円
11 2 16，100円
11 3 22，000丹
11 4 12，600円
11 5 16，800円
11 6 16，800円

前区 募金額

祝町 1 39，500p:j 
11 2の1 23，800円
11 2σ) 2 32，200同
11 3 19，600同
11 4 33，500円
11 5 23，800河
11 7 11，200円
11 8 13，300円
松ケ丘1 29，100円
11 2 32，200円
通町 1 11 ，000円
11 2 27，800問
11 3 11 ，200円
新富Jlの1 11，500円
11 1グ)2 5，000円
11 2の1 11，200円
11 2σ) 2 7，700円
11 3の1 12，600円
11 3σ) 2 24，500河
11 4 12，400円
11 5 22，700p:j 
11501 25，100円
11 5σ)2 16，100向
11 5σ) 3 36，400円
11 6 28，000内
11 7σ)1 13，300円
11 7の2 13，300陀
11703 24，500円
11 8 19，600円
11 9 64，400円

" 10 16，800円
" 11 18，900伺
H 12 15，400円
永富J 1 16，100円
11 2 20，400円
11 3 13，500内

町区 募金額

明神田Jl 26，100円
11 2 34，300円
11 3の上 22，400p:j 
11 3のp 15，500円
11 4 18，200円
11 5 30，800問
11 6 21，000同
11 7 24，500円
11801 13，000円
11 8σ) 2 10，000円
11 803  16，800円
11 9 25，900円
11 10 16，100円
111101 51，800円
1111ぴ)2 42，700円
来光台 50，000円
-TI31の上 33，300円
11 lの下 26，600内
H 2 26，300円
11 3 18，200問
11 5 12，200円
汐見ヶ丘 18，200円
二丁目1のl 18，500円
11 1の2 23，000同
11 2 28，900円
11 3 31，000円
11 4 16，800円
仲町 1 9，400円
H 2 22，200円

" 3 28，400円11 4 22，000p:j 
金沢町1 21，000内
11 2 19，200円
11 3 23，600円
11 4 19，000円
H 5 24，000円


